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東日本各地より石和温泉に電気職協１２５名もの仲間が結集する！
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６月１２～１３日にかけて、第１７回東日本電気職場交流会が山梨県の石和温泉において開催されました。この間、毎年各地方の持ち回り開催ということで、今年は八王子地区本部電協が担当であり、１年前より準備がされてきました。その結果、１２５名（日帰り１０名）という、かつてないほどの多数の参加者を結集させることができました。特に地元ということで八王子地電協からは３８名（日帰り含む）の参加で、交流会を盛り上げていただいきました。

　全体集会は、地元の八王子地区本部横森執行委員の挨拶と大角議長の歓迎挨拶に始まり、東日本本部から伊藤書記長が参加し、ＪＲ西日本の脱線事故に見られる安全問題とシニア雇用、昇進差別の和解協議の状況、さらには不採用問題、出向連総会と多岐にわたって報告を受けました。その後、来賓として北島全国電協事務長と東日本出向連（ＴＥＭＳ）吉田議長から挨拶を受けて、斉藤議長より交流会の意義と課題の提起を受けて、メインである系統別の分科会に入っていきました。

　系統別分科会は、電車線Ａ、Ｂ（２７名）、配電（１０名）、変電（１９名）、通信（１４名）、信号Ａ、Ｂ（３８名）、貨物（６名）、事務（８名）で行われ、１２日から１３日にかけて４時間半という制約がある中で､メンテナンス体制以降３年が経過した中での業務のあり方や労働条件、出向問題等について、今後の見直し要求の作成、提出にむけての熱心な討論がされました。
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夕食の席では、恒例の各地電協ごとの参加者紹介とそれぞれが苦労をして持ち寄ったお土産の紹介が行われました。

着実に前進している電気協議会を見ることができて私は大変嬉しく思います。更に一歩前進を期待します。

と国労東日本電気協議会の結成にご尽力をいただいた関口元電協議長もＯＢとして参加いただき挨拶を受けました。“民営分割後国労に誰が残ったのかわからなかった。手探り状態で、各地方に問い合わせをした。そして第一回目の交流を日光で開催することができた。その時は２２名の参加者でした。

今日皆さんの結集を見て、厳しい状況ではありますが交流することが確実に皆さんの力になっていると確信しました。仲間を大切にしながら頑張ってください。“

その後、また分散会場での分科ごとの懇親会が行われ、それぞれ夜遅くまで交流を深めていったようです。

                                                                                [裏へ]

	

２日目の全体集会は、分科会報告として信号分科より、認定制度が各地方バラバラな状況で行われていることや保守作業簿のとり方、出向者の団交への参加のあり方についての要望が出され、電車線分科からは、国労差別が事故時においても感じることや、新型検測車のデータの改ざんが行われていること、原則線閉が守らせなければならないこと、出向者の交渉の場がないことが出されました。事務分科からは、旅費システムが導入され[image: image3.jpg]


たが、旅費が銀振りになったことを含め、会社に説明を求める取り組みをしたい。また、高齢化にともない組織状況を調査したいとの要請も行われました。報告は３つの分科会だけだったが、斉藤議長の集約では、それぞれの分科会の議事録を６月２０日ぐらいまで、そして要求書は７月１０日ぐらいまでに議長のほうに上げてもらいたい、それを東の業長職協議長会議へ提出していきたい。安全経協の中でメンタルヘルス問題として自殺や精神病が職場で出ていることは問題だと思う、安全問題でいえば、横浜の信号事故では労働者の命が軽視されているのではないか。この間、要求の前進はしないし、出しづらいかもしれないということであきらめさせられているが、あきらめられないという職場からの点検が必要。出向連総会でも団交出席問題は出していきたい。代表者会議については日程を検討していきたいと集約がされました。最後に来年の交流会の予定開催地として新潟地電協の木澤議長より、少ない組合員ではあるが、工務職協と協力して交流会開催にむけ努力をしていきたいとの決意を述べて、団結ガンバローで第１７回の電気職場交流会を終わっていきました。

最後になりましたが、会場準備から終了まで、交流会の成功のためにご苦労いただいた、大角議長をはじめ八王子地区電気協議会の仲間の皆さんにお礼を申し上げます。


東日本でもあわやという事故は起きている。中央線の工事に於ける事故、京浜東北線の作業用具の線路内置き忘れに電車が衝突。青森新幹線の延長工事に於けるトンネル崩壊事故。本当にあげたらきりがない。そして横浜駅構内に於ける信号機故障に伴う安全確保の不充分さと。振り返ってみれば「死亡事故が発生していない」のが不思議なくらいだ。事故復旧が最優先ではない。

　今交流会で再度キチンと議論して、きつい議論になるかもしれないが守っていかないと自分の生命を落とすことになる。一番悲しむのは家族である。会社は家族を一生保障するものではない。だから、会社も「まず、第一に安全確保」それから事故の原因調査や復旧にといっている。この事は誰がやる訳でもない。現場・線路で作業をする自分達が自らの命を守るために絶対にやらなければならないこと。会社は山手線内の「５名の触車死亡事故」以来「原則線路閉鎖」といっている。東京駅構内でも、主任が故障調査で亡くなっている。こうした過去の事故例から確認してから線路にはいるべきではなかったか。何もなかったから良いという意識では、事故の絶滅に向かっていかないのではないか。何故、今回のような対応になったのかを関係する職場から報告をしてもらって、安全を確保・確認してから線路にはいるということを意思統一してほしい。




